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【指導過程及び授業の実際 指導案例】 中学校第３学年『故郷』－魯迅－
●「読むこと」指導事項イ「文章の論理の展開の仕方、場面や登場人物の設定の仕方をとらえ、内容の理解に役立てること」を言語活動例ア「物語や

小説などを読んで批評すること」を通して指導するものです。１から４ は前ページに示した【課題解決のための授業改善の視点と具体的手立て】
のそれぞれの取組であることを表します。

○指導・援助と評価の工夫
展開 学習活動 学習内容 ◎学校課題との関連 ★３つの達成目標との関連 時間

４ ●一斉指導
１ 宿題で取り組んでいる成果をみるた

めの「新聞コラム冒頭部分視写」 (6 ´)
であることを知る。

6 ´
「新聞コラム冒頭部分視写」

導
２ 授業日直前の新鮮な新聞のコラム ◎１行１３字前後を２０秒で書けることを目標とし、その

の冒頭部分(６行前後)のひらがな文 ペースで意味のまとまりごとに正確に視写している。
視写を行う。
・新聞のコラムの全文ひらがな文を ★平易な文章の中で使われることの多い語句の実際を知
漢字仮名交じり文に直す。 り、漢字で表記することの便利さや効果を実感している。

・新聞のコラムのコピーを見て確認
する。 【ォ①②】

・できなかった、間違えた漢字を赤
ペンで直す。 ★常用漢字のどれくらいが読めるか、自分で評価している。

入 ・新聞のコラムのコピーを見て冒頭 【ォ①②】
部分の続きを読んで内容理解をす
る。 ○満点だった生徒に挙手をさせ、生徒一人一人の地道な努

力と工夫を具体的に称える。

●一斉指導 ○単元１０時間扱いの中の６時間目であることを知らせる。
１ ３ 本時は、「故郷－離郷の場面－を読

む」時間であることを知る。

「故郷－離郷の場面－」を読む
2 ´

４ 学習課題(初発の感想で多数の生徒が言及していた)を確認する。

「碗や皿は誰が灰の山に埋めたのか。」についての意見発表会を行おう。

５ ルントウとの再会の場面の範読を 6 ´
聞いた後、離郷の場面を黙読する。

展

６ 学習課題解決につながる以下の 12 ´
小発問１ ～ 小発問４ について熟
考し、自分なりの答えを書く。→数名発表させた後に、教師が以下の解答

例を示す。
小発問１「わたしも、わたしの母もはっ １解答例ホンルとシュイションの
と胸をつかれた。」のはなぜですか。 関係に、かつてのルントウと「わ

たし」の関係の再現を二人は見た
から。

小発問２「纏足」を魯迅はどのように考 ２解答例漢方医とともに、後れた
えていましたか。 中国の象徴である、と魯迅は考え

ていた。

小発問３「彼の望むもの」と「わたしの ３解答例「香炉と燭台」と「新し
望むもの」との違いと共通点は何ですか。 い生活」という違いはあるが、ど

ちらも「他力」を頼む「祈り」で
ある。

開
小発問４「思うに希望とは、～それが道 ４解答例「絶望する自分」を否定
になるのだ。」とは何を表現していますか。することから生まれる「希望」を

表現している。
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○漢字を書き、文や文章の中で
使うこと。

毎授業、新出漢字、新出音訓の漢字の小テストだけでは、

子どもたちの漢字学習への意欲は向上しません。計画的に

文章の中で漢字を使う力を問うことで、漢字を書く力を付け
る必要性を子どもたちは理解します。

学習課題を明確に示すことで見通しを

持たせましょう。指導案、板書、児童生

徒のノートには学習課題が必要です。

本時のねらい(指導事項イ) を達成するために

は様々な解決方法が考えられますが、本時は

学習課題解決につながる小発問４つについて

熟考させ、自分の考えを形成させた後に、４人

一組の相互交流を行い、最後に学級全体で意

見発表会を行うという言語活動を仕組みました。
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２ 〔書く手引き〕
●相互交流(４人１組)
７ 学習課題「碗や皿は誰が灰の山に埋

めたのか」について簡単な〔書く手引 組〔 〕
展 き〕に 従って書き、書いたものを４人 私は碗や皿を灰の山に埋めたのは だと思います。

一組で交流する。
その理由は２点あります。１点目は、

２点目は、

評価場面１ 15 ´

〈具体の評価規準〉ァの② ェの①
〈評価方法〉
・発表内容、ノートによる観察
・机間指導による観察

〈手立て〉
・十分に書けている生徒には、別の人

開 物で書くように指導する。
・書けていない生徒には、根拠となる

表現を教え、線を引かせ、その生徒
８ 班の代表として誰のものが１番説得 の理解に応じたヒントを与える。

力があるかを話し合いで決め、細かい
表現も推敲し、仕上げる。

●一斉指導(対面席)
９ 「ヤンおばさん」派１名、「ルントウ」 ◎対面席(教室中央に向かって向き合う隊形)にし、「ヤンお

派１名ずつ発表する。 ばさん」派１名、「ルントウ」派１名ずつ発表させる。
【ァ①② ィ①② ェ①】 6 ´

→発表に対する感想・質問を聞く。
◎発表者には対面する一人を指名させ、指名された生徒は、

→質問に対する答えを聞く。 感想と質問を述べる。 【ァ①② ィ①② ェ①】

○発表した生徒一人一人のよさを具体的に称え、気が付いた
点も添える。

学習課題の答え 1 私は碗や皿を灰の山に埋めたのはヤンおばさんだと思います。
その理由は２点あります。１点目は、「飛ぶように走り去った」「よくもと思うほど速かったそうだ」とい

う表現がウソがばれないうちに…ということを表していると思ったからです。２点目は、魯迅は、ルントウ
を同情すべき社会の被害者として描いていると思ったからです。

学習課題の答え２ 私は碗や皿を灰の山に埋めたのはルントウだと思います。
その理由は２点あります。１点目は、「わら灰もみんな欲しい」と言っている時点で、ルントウは碗や皿

を埋めておいてもっていく考えだったのだと思ったからです。２点目は、ルントウは被害者ではあるけれど
も加害者性ももった人物で当時の社会がルントウをここまで変えてしまったのだと魯迅は描いていると思っ
たからです。

◎「ヤンおばさん」や「ルントウ」の生き方、「わたし」の
思い、魯迅の訴えたかったことに思いを巡らせて、発表を
よく聞き、感想・質問を通して作品をより深く理解しよう
としている。【ァ①② ィ①② ェ①】

10 魯迅の他の作品(阿 Q 正伝等)の冒頭 ○阿 Q 正伝のあらすじや共感できたところ等を紹介する。
３ 部分の範読を聞く。 3 ´

ま
と
め

伸ばす手立ても

指導者は忘れて

はいけません。

４人以下(５人以上では発言

できない、発言しない生徒が

出てきます。)のグループで

交流の場を設定しましょう。

授業の最後に児童生徒

が当該授業で学習した

内容を振り返る機会を設

け、学習内容の確実な

定着を図りましょう。


